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ご　挨　拶

第 50回日本周産期・新生児医学会
学術集会会長　楠田　聡

　この度，第 50回日本周産期・新生児医学会学術集会を開催させていただくことになりました．このような

貴重な機会を与えて頂いたことは，私共関係者にとりまして大変光栄なことで，ここに深く感謝申し上げま

す．

　さて，本学会の 50年の歴史を振り返りますと，日本周産期・新生児医学会の前身である日本新生児学会が

昭和 40年 7月に設立され，第 1回の学術集会が東京大学小児科の高津忠夫教授の主催で同年 7月 18日に東

京都で開催されました．その後の本学会の発展は著しく，昭和 51年には日本医学会加盟，昭和 60年には日

本学術会議会員，平成 13年には学会認定医制協議会に加入と，学術活動のみでなく広く社会的な認知を受け

る団体となりました．そして，平成 15年には学会が法人化され，平成 16年には日本周産期学会と合併し，

現在の日本周産期・新生児医学会となりました．会員数は，昭和 40年には約 600名でしたが，平成 25年に

はその 10倍以上の約 7500名となり，わが国の周産期医療の中心的役割を担う学会として，広く海外にも認

知されるようになりました．このような誇るべき歴史を持つ本学会の第 50回学術集会を，全ての周産期医療

関係者にとって，実りあるそして記録に残る内容とするために，教室をあげて準備をさせて頂きました．また，

当大学としましても，第 27回の武田佳彦教授，第 43回の仁志田博司教授に続いて担当させて頂くこととなり，

この重責を果たしたいと考えております．

　学会のメインテーマは第 50回に関係する「The Future of Children and Mothers－母と子の次の 50年に向

けて」とさせて頂きました．日本の周産期医療は世界最高レベルにあることは，海外でも広く認められてい

ます．しかしながら，このように進歩したわが国の周産期医療であっても，まだまだ解決すべき課題は多く

あります．特に，周産期医療の短期予後は確実に改善されていますが，母と子の長期予後を考慮した周産期

医療としては，多くの改善点があります．先人達が達成した過去 50年の発展を引き継ぎ，今の周産期医療レ

ベルに驕れることなく，母と子の将来の幸せを真摯に追及する姿勢が周産期医療関係者には必要と考えてお

ります．このようなテーマに沿ったシンポジウムやワークショップ，さらには教育講演を企画しました．是

非多くのご意見，ご提案を頂ければと思っております．なお，学会第 1日には，日本周産期・新生児医学会

第 50回記念式典および祝賀会を開催しますので，是非ご出席下さい．

　第 50回の学術集会として何らかのメッセージを残せるように努力して参りました．皆様方のご支援を是非

宜しくお願いします．

平成 26年初夏
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第 50 回日本周産期・新生児医学会総会および学術集会のご案内

1. 会期：2014年（平成 26年）7月 13日（日）・14日（月）・15日（火）

2. 会場： シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・ホテル
 〒 279-0031　千葉県浦安市舞浜 1-9

 TEL：047-355-5555

 URL：http://www.sheratontokyobay.co.jp/access/index.html

3. 参加受付：1階　宴会ロビー
 　　7月 13日（日）　8：00～ 19：30

 　　7月 14日（月）　8：00～ 18：00

 　　7月 15日（火）　8：00～ 16：00

4．日本周産期・新生児医学会第 50 回記念式典
日　時：7月 13日（日）17：30～ 19：20　第 1会場
　　・招待者以外でも入場可能ですが席数に限りがございますので先着順となります．
　　・原則ネクタイ着用での出席をお願いいたします．
　　・後日，記念誌を会員の先生方へお送りいたします．

式　典
　祝辞
記念講演
　司会　仁志田博司（東京女子医科大学名誉教授）
　産科
　　　　前田　一雄（鳥取大学名誉教授）
　新生児
　　　　竹内　　徹（元大阪府立母子保健総合医療センター院長）
　小児外科
　　　　駿河敬次郎（順天堂大学名誉教授）

5. 祝賀会（懇親会）
日　時：7月 13日（日）19：20～ 21：20　第 1会場
　　参加費は無料です．多数の皆さまのご参加をお待ちしております．

6. 参加費
（1）学術集会参加費

事前オンライン決済
【5/19（月）～ 7/11（金）】

当日支払
【7/13（月）～ 7/15（火）】

医師 18,000円 20,000円
看護師・助産師等の
コ・メディカルスタッフ 5,000円 5,000円

医学部学生
初期研修医 － 無料

7/13（日）祝賀会（懇親会） － 無料



4652014 (平成 26 ) 年 6月

【参加費のお支払方法】
　以下の方法で，お手続きをお願いいたします．
　（1）産科婦人科関連学会 ICカードをお持ちの方
　　・オンライン事前決済，又は，当日 ICカードの電子マネー（Edy）でお支払いが可能です．
　　・オンライン事前決済をご希望の方は，学術集会ホームページより，事前決済期間内にお手続きをお願いいた

します．
　　・オンライン事前決済での支払方法は，クレジットカード，コンビニ決済または Pay-easy（ペイジー）から選

択可能です．
　　・当日 ICカードの電子マネー（Edy）でお支払いの方は，事前に参加費をチャージ（入金）してからご来場下

さい．チャージは，コンビニエンスストア等で可能です．
　　・当日は必ず ICカードをお持ち下さい．
　（2）産科婦人科関連学会 ICカードをお持ちでない方で，事前オンライン決済ご希望の方
　　・学術集会ホームページより，事前決済期間内に，参加者情報のご登録とお支払手続きをお願いいたします．
　　・事前決済での支払方法は，クレジットカードのみとなります．
　　・お手続き完了後，QRコード付の参加章引換券をメールでお送りいたします．印刷して，当日，受付にお持ち

下さい．
　（3）当日支払ご希望の方
　　・当日受付で，クレジットカード又は現金にて，参加費をお支払下さい．

　※新入会・年会費のお支払いは，新入会・年会費受付デスクでお願いいたします．

7. 専門医の資格更新について
　（1）日本周産期・新生児医学会会員の方は，専門医研修参加章（10単位）が，学術集会参加証とともに発行され

ます．
　（2）日本産科婦人科学会会員の方は，研修証明シール（開催期間中に 10単位 1枚）が発行されます．
　（3）日本産婦人科医会会員の方は，研修参加証（開催期間中 1日 1枚）が発行されます．
　（4）日本小児科学会会員の方は，専門医研修出席証明書（8単位）が，学術集会参加証とともに発行されます．
　（5）日本小児外科学会会員の方は，専門医・指導医の資格更新に際して必要な参加学術集会として参入できます（参

加証は保管下さい）．
　※後日の再発行はできません．必ず当日会場でお受け取り下さい．

8. 口演発表の方へ
　（1）発表時間
　　・一般演題口演の発表時間は，1題 6分，質疑応答 2分の計 8分です．
　　・スライドの枚数の制限はございませんが，口演時間を厳守して下さい．
　（2）発表方法
　　・発表形式は PC発表です．スライドやビデオは使用できませんので，ご注意下さい．
　　・会場へは，① USBメモリ，② CD-R（RW不可），③パソコン本体，のいずれかの形で，発表データをお持

ち込み下さい．
　　・口演開始 30分前迄に，PC受付にて発表データの試写と受付を済ませて下さい．PC持ち込みの方も，30

分前迄に PC受付へお越し下さい．
　　・パワーポイントの「発表者ツール」機能は使用できません．
　　・PC受付のパソコンは台数が限られております．受付パソコンを独占しての長時間データ修正はご遠慮願い

ます．
　　・学会場ではレイアウト修正のみとし，データ修正等は事前に済ませてから学会場へお越し下さい．
　　・ご発表 10分前には，各会場内前方の「次演者席」に着席し，待機して下さい．
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　（3）USBメモリ，または CD-R（RW不可）をお持ち込みの方への注意事項
　　・ソフトは，以下のものをご使用下さい．
　　　Windows版 PowerPoint 2003/2007/2010/2013

　　　※Macintoshをご使用の方は，PCをお持ち込み下さい．
　　　※動画ファイルをご使用の方は，PCをお持ち込み下さい．
　　・フォントは OS標準のもののみご使用下さい．
　　・会場スピーカーに音声は流せません．
　　・画面の解像度は，XGA（1024×768）でお願い致します．
　　・CD-R（RW不可）への書き込みは，ISO9660方式をお使い下さい．
　　　※パケット方式ですと，会場 PCで読み込めない恐れがあります．
　（4）ノート PCをお持ち込みの方への注意事項
　　・バックアップとして，必ずメディアもご持参下さい．
　　・会場スピーカーに音声は流せません．
　　・画面の解像度は，XGA（1024×768）でお願いいたします．
　　・PC受付の液晶モニターに接続し，映像の出力チェックを行って下さい．
　　　※PCの機種や OSによって，出力設定方法が異なります．
　　・プロジェクターとの接続ケーブルの端子は，Dsub-15ピンです．
　　　PCによっては専用のコネクタが必要になりますので，必ずお持ち下さい．
　　　特に VAIO，MacBook等小型 PCは，別途付属コネクタが必要な場合がありますので，くれぐれもご注意

下さい．
　　・スクリーンセーバー，省電力設定は事前に解除願います．
　　・コンセント用電源アダプタを必ずご持参下さい．
　　　※内蔵バッテリー駆動ですと，ご発表中に映像が切れる恐れがあります．

9. ポスター発表の方へ
　（1）発表時間
　　　発表時間は，1題 4分，質疑応答 2分の計 6分間です．
　（2）発表方法
　　・口頭発表と討論は，座長の指示のもと，ポスターの前で行います．
　　・ポスター演者受付にて受付をすませ，下記の時間内にポスターを掲示・撤去して下さい．
　　・撤去時間を過ぎても残っているポスターは処分させていただきますので，ご了承下さい．
　　・処分ご希望の方もポスターをパネルから外し，付近の床にまとめておいて下さい．
　　・下図のパネル規格に従って，演題名・氏名・所属・発表内容をご用意下さい．
　　・ポスター掲示・撤去時間
　　　※ポスターは各発表日に貼り替えを行います．ご了承下さい．

7月14日（月） 7月15日（火）
貼　付 8：20 ～ 10：00 8：20 ～ 10：00
閲　覧 10：00 ～ 13：00 10：00 ～ 13：00

発　表・討　論 13：00 ～ 16：20 13：00 ～ 15：30
撤　去 16：20 ～ 17：00 15：30 ～ 16：00
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　　・パネル規格

＜利益相反（COI）の開示について＞
　臨床研究に関する発表・講演を行う場合，筆頭発表者および講演者の皆様も，発表演題に関する利益相反
状態の自己申告及び開示が必要です．
　発表者の皆様には，すでに演題登録時に利益相反の有無についてご申告いただいておりますが，ご申告内
容について，演題発表時にも利益相反状態の開示をお願いいたします．
　口演発表者はスライドの最初（または演題・発表者・講演者などを紹介するスライドの次）に，ポスター
発表者は冒頭に開示して下さい．
　利益相反状態の開示方法につきましては，学術集会ホームページをご参照いただき，開示スライド様式を
ダウンロードしてご使用下さい．

　第 50回日本周産期・新生児医学会学術集会 ＜利益相反（COI）の開示について＞
　URL：http://jspnm50.umin.jp/

10. 座長の方へ
　　・プログラムの円滑な進行にご協力下さるようお願いいたします．
　　・口演の次座長の方は所定の席に担当される時間の 10分前までにご着席下さい．
　　・ポスター座長の方は，ご担当される時間の開始 30分前までに，ポスター座長受付（第 1会場 Fuji前ホワイエ）

で受付をお済ませ下さい．また，担当される時間の 10分前までに，担当される最初のポスターの前付近にお
越し下さい．

11. 教育セミナーについて
　教育セミナーはチケット制です。
　セミナー当日，参加ご希望の方は，チケット配布デスク（1F参加受付付近）で，チケットをお受け取りのうえ，
各セミナー会場へお越し下さい．　※おひとり 1日 1枚のみ，当日開催分のみの配布となります．
　＜チケット配布時間＞
　各日 8：00～セミナー開始予定時刻の 10分前まで
　※チケットは無くなり次第，時間内でも配布終了となります．
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12. 企業展示について
　会期中，企業展示を行います．
　企業展示会場：Fuji A

13. 学術集会用演題検索システム（Kcon-navi）について
　Kcon-naviは PCやスマートフォン，iPadのようなタブレット端末などを様々なデバイスでご利用いただける「学
術集会用演題検索システム」です．
　興味のある演題やセッションを検索したり，参加プログラムを自分のスケジュールとして登録することができま
す．登録したプログラムは，抄録をまとめた「オリジナル抄録集」として PDF化することができますので，ダウン
ロードして閲覧したり，必要な分だけ印刷し持ち歩くこともできます．インターネットにアクセスできる環境さえ
あれば，どなたにもご利用いただけます．
　詳細は学術集会ホームページをご覧下さい．

14. その他
　会期中（7月 13日（日）～ 15日（火））に学会参加者を対象として，託児室を開設致します．ご利用は事前申込
みが必要です．詳細は学術集会ホームページをご覧下さい．
　盛夏の時期の節電に協力するため，クールビズを奨励させていただきます．軽装でお越し下さい．（学会運営スタッ
フも軽装とさせていただきます）
　※13日（日）の記念式典については原則ネクタイ着用でのご出席をお願いいたします．

15. お問い合せ先
　（1）第 50回学術集会に関するお問い合わせ
　　　第 50回日本周産期・新生児医学会学術集会事務局
　　　学会ホームページ　http://jspnm50.umin.jp/

　　①プログラムに関するお問い合せ
　　　【学会本部】
　　　東京女子医科大学母子総合医療センター新生児医学科
　　　〒 162-8666　東京都新宿区河田町 8-1

　　　TEL：03-5269-7344 / FAX：03-5269-7615

　　　E-mail：hq.jspnm50.ae@twmu.ac.jp

　　②その他のお問い合せ
　　　【運営事務局】
　　　（株）MAコンベンションコンサルティング
　　　〒 102-0083　東京都千代田区麹町 4-7　麹町パークサイドビル 402

　　　TEL：03-5275-1191　FAX：03-5275-1192

　　　E-Mail：info@macc.jp

　（2）新入会・年会費等に関するお問い合せ
　　　日本周産期・新生児医学会事務局
　　　〒 162-0845　東京都新宿区市谷本村町 2-30 メジカルビュー社内
　　　TEL：03-5228-2074　FAX：03-5228-2104

　　　E-Mail：info@jspnm.org



4692014 (平成 26 ) 年 6月

記念式典準備委員会・理事会・総会・祝賀会（懇親会）のご案内

　1. 記念式典準備委員会
　　　　日　時：7月 12日（土）13：00～ 14：30

　　　　会　場：シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・ホテル　12階「ホライズン」

　2. 理事会
　　　　日　時：7月 12日（土）15：00～ 17：30

　　　　会　場：シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・ホテル　12階「ホライズン」

　3. 総　会
　　　　日　時：7月 13日（日）12：10～ 13：30

　　　　会　場：シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・ホテル　1階　第 1会場

　4. 祝賀会（懇親会）
　　　　日　時：7月 13日（日）19：20～ 21：20

　　　　会　場：シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・ホテル　1階　第 1会場

優秀論文賞のご案内

第 50 回日本周産期・新生児医学会学術集会優秀論文賞

　日本周産期・新生児医学会設立 50周年を期に優秀論文賞を設立することが理事会において決定されました．賞の
対象は，日本周産期・新生児医学会雑誌に掲載された前年度の論文で，そのなかから優秀論文賞を 3題以内選定し
ます．また，受賞者には，副賞として賞金 10万円を授与します．
　今年度は以下の 3論文が優秀論文賞に選ばれました．学会期間中に開催されます，50周年記念祝賀会で優秀論文
賞の授与を予定しております．是非多くの方に出席頂き，受賞者を祝福して頂きたいと思います．

優秀論文賞
1）A 領域の論文
　　　第 49巻　第 1号　受　付：2012年 10月 1日 受　理：2013年 1月 18日　
　　　題　目：妊娠糖尿病 /糖尿病合併妊娠の胎盤におけるアミノ酸輸送機能の変化
　　　氏　名：茗荷　舞（産業医科大学産婦人科）
2）B 領域の論文
　　　第 49巻　第 4号　受　付：2013年 2月 25日 受　理：2013年 10月 28日
　　　題　目：成人期を迎えた極低出生体重児の長期追跡結果
　　　氏　名：廣瀬悦子（聖隷浜松病院総合周産期母子医療センター新生児科）
3）C 領域の論文
　　　第 49巻　第 1号　受　付：2012年 8月 23日 受　理：2012年 12月 10日　
　　　題　目：短腸症候群に合併した胆汁うっ滞性肝障害に魚油由来脂肪乳剤が著効した超低出生体重児の 1例
　　　氏　名：薄井佳子（神奈川県立こども医療センター外科）

優秀論文賞選考委員：
近藤　　乾，長谷川久弥，中西　秀彦，松井　英雄，高木耕一郎，正岡　直樹，牧野　康男，世川　　修
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